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W・ 宗 教 行 動
1.宗 教(信 仰)の ための施設(図W-1)
仏 壇 と 神 棚 の 両 方 を所 有 す る 者 が,全 体 の
63.5%を 占 め,以 下,仏 壇 の み,神 棚 の み と続
く。仏 壇 ・神 棚 両方 の所 有者 と仏 壇 の み を所 有
す る者 を合 計 す る と,567人 に達 し,全 体 の73.
8%を 占 め る。 また,仏 壇 ・神 棚 所 有 者 と神 棚
の み を合 計 した,神 棚 所 有 者 は546人 とな り,
全 体 の71%が 神 槻 を所 有 して お り,か な りの割
合 を 占 め る。 この よ うな施 設 を全 く所 有 し ない
者 は,88人 で あ り,全 体 の11.4%に な る。
図V[-1宗 教 施 設
とい う者 は,20歳 代 と30歳 代 が20%代 で あ る
が,加 齢 と共 に割 合 が 低 くな り,60歳 以 上 で は
0に 近 くな る。
〔最 終 学 歴 〕
仏 壇 と神 棚 の両 方 を持 つ と答 えた者 と最 終 学
歴 を関 連 させ て み る と,中 学 ・旧制 高 小 グ ル ー
プが もっ と も高 く,71.4%と な り,以 下,高 校
・旧 制 中 学64 .7%,大 学 ・旧制 高 校51.8%が
続 き,短 大 ・専 門 学校50.9%は もっ と も低 い 。
逆 に何 も持 た な い と回答 した者 は,中 学 ・旧制
高小 が もっ と も低 く,6.0%,高 校 ・旧制 中学 は
11.9%,短 大 ・専 門学 校 は17.0%で あ る が,大
学 ・旧制 高 校 は19.3%と 割 合 が もっ と も高 い 。
〔住 宅 の種 類 〕
仏 壇 と神 棚 の両 方 を持 つ と回答 し た者 は,持
ち家(71.6%)と 民 間借 家(76.1%)で 高 く,公 団
住 宅(13.2%)で もっ と も低 い。 何 も持 た な い と
答 え た者 は,公 団 住 宅(58.8%),民 間 ア パ ー ト
・マ ンシ ョ ン(37 .0%),社 宅 ・公 務 員 住 宅(31.
3%)が 高 く,持 ち家(5.2%)と 民 間借 家(3.5%)
は 低 い 。
〔年間収入〕
明白な有意差は認められないが,強 いていえ
ば,仏 壇 ・神棚共に持つ と回答した者は,収 入
が高 くなると割合 も高 く,何 も持たない と答え
た者は,収 入が高 くなると割合が低 くな り,年
収800万 円以上のグループは特に低い。
2.神 と仏 に対 す る願 い事(図VI-2一 イ)
〔年 齢 階級 〕
仏 壇 と神 棚 が あ る と回答 した者 は,20歳 代 と
30歳 代 は40%代 で あ るが,加 齢 と共 に割合 が高
くな り,60歳 代 や70歳 代 は70%代,80歳 以 上 に
な る と88.9%に 達 す る。 反 対 に,何 も持 た な い
日本 の宗 教 が 持 って い る とい わ れ る現 世 利 益
に つ い て 問 うた質 聞 で あ る。 困 っ て い る時 に,
神 や 仏 の 両方 に願 い 事 を す る者 が,328人 で 全
体 の42.6%に な り,仏 に願 い事 をす る,154人
(20%)が それ に続 く。 つ ま り,仏 と神 の両 方 と
仏 だ け に願 い事 をす る と を 合 わせ る と482人,
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62.6%に 達 す る。 仏 よ り も神 に願 い事 をす る数
字 は 小 さ く,単 独 で は,45名(5.9%),神 仏 に
願 う と合 算 して も373名(48.5%)で あ る。 神 仏




困 った 時,仏 に願 うと答 えた 者 は,男(16.1
%),女(23.5%)に 分 れ る。 困 った 時,仏 と 神
に願 う と答 えた者 も,男(35.9%),女(49.5%)
に 分 れ る。 反 対 に,願 わ な い と答 え た者 は,男
(32.7%),女(14.2%)と 男女 に差 が あ る。
〔年 齢 階 級 〕
困 った 時,仏 に願 い事 をす る と答 え た者 の割
合 は,加 齢 と共 に少 しず つ 高 くな る。 す な わ ち,
20～29歳 で は,9.4%で あ るの に,40～49歳 で
は,18.6%に な り,80歳 以上 で は,29.6%で あ
る。 その 他 の 困 った 時 神 に願 う,神 と仏 に 願
う,願 わ な い と答 えた者 と年 齢 グ ル ー プ の 間 に
は 特 別 の 相 関 が あ る よ うに思 わ れ な い 。
〔最 終 学 歴 〕
困 った 時,仏 に願 い 事 をす る と回答 した者 は
中 学 ・旧 制 高 小 卒 の 割 合 が もっ と も高 く(24.2
%),大 学 ・旧制 高 校 卒 が もっ と も低 い(9.6%),
高 校 ・旧 制 中学(21.0%),短 大 ・専 門学 校(17.
0%)が その 中間 に あ る。 困 った 時,神 や仏 に願
い事をすると答えた者は,短 大 ・専門学校卒の
割合がもっとも高 く,何 も願い事はしないと答
えた者 も,短 大 ・専門学校の割合が もっとも低















3.神 仏 と先 祖(図VI-2-v)
これ は,神 仏 と先 祖 の 関 係 を み るた め の質 問
で あ るが,仏 が 先 祖 で あ る と考 え た者 は,420名,
54.6%で あ り,神 も仏 も先 祖 で あ る とす る 者
が,こ れ に続 き,168人,21.8%を 占め る。神
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の み が先 祖 で あ る と考 え る者 は,12名,1.6%に
す ぎな い。 全 体 の うち,588人,76.4%が 仏 だ け
お よ び神 仏 共 に先 祖 で あ る と考 え,神 だ けお よ
び神 仏 共 に先 祖 で あ る と考 え る者,432人,56.2
%を 越 え る。 神 も仏 も両 方 共 先 祖 とは 関 係 な い
と考 え る者 が114人,14.8%い る。 以上 か ら,
現 世 利 益,祖 先 崇 拝 に対 して,人 々 が 神 よ りも仏
との 関係 を多 少 強 く持 って い る とい え よ う。
〔性 別 〕
仏 が 先 祖 で あ る者 の割 合 は,男(49.9%)と 女
(59.3%)で 異 な って い る。 神 が先 祖 で あ る と考
え る者 の割 合 や,仏 神 共 に先 祖 で あ る と考 え る
者 の 割 合 は,男 女 差 が な い。 しか し,両 方 と も
先 祖 で あ る と考 え る者 の 割合 は,男 が19.3%,
女 が10.6%を 占 め,男 の 割合 が 高 い 。
〔年 齢 階 級 〕
仏 が先 祖 と答 えた者 の 割合 は,加 齢 と共 に大
き くな る(20歳 代,42.4%,70歳 代,61.4%)
が,80歳 以 上 は例 外 で あ り,年 齢 群 の 中 で は割
合 が もっ と も小 さ く,37.0%で あ る。 逆 に,両
方 共,先 祖 と関 係 が な い と す る者 の割 合 は,加
齢 と 共 に 小 さ くな る が,80歳 以 上 に な る と,
25.9%を 示 し,20歳 代 と共 に もっ と も大 きい 。
神 が先 祖 で あ る と考 え る者 の割 合 や,仏 ・神 共
に先 祖 で あ る と考 え る者 の割 合 に は,年 齢 群 と
の 間 に特 別 の関 係 は な い。
〔最 終 学 歴 〕
仏 が先 祖 で あ る と考 え る者 の割合 は,中 学 ・
旧 制高 小 卒 が もっ と も高 く(58.1%),以 下,高 校
・旧制 中学 の57 .4%,短 大 ・専 門学 校 の50.9%
と続 き,大 学 ・旧制 高 校 の47.4%が もっ と も小
さい。 仏 ・神 共 に先 祖 で あ る と考 え る者 の割 合
も同様,中 学 ・旧制 高 小 が24.6%で も っ と も高
く,高 校 ・旧制 中学,23.4%,短 大 ・専 門 学 校
の20.8%が つ づ き,大 学 ・旧制 高 校 の12.3%が
もっ と も小 さい 。 他 方,こ れ とは反 対 に,両 方
共 先 祖 と関 係 な い と考 え る者 の割 合 は,中 学 ・
旧制 高 小 の10.1%が も っ と も小 さ く,つ い で 高
校 ・旧制 中学 の12.5%,短 大 ・専 門 学 校 の18.9
%が 続 き,大 学 ・旧制 高 校 の30.1%は もっ と も
大 きい。 神 が 先 祖 で あ る と考 え る者 の 割合 は,
最 終 学 歴 群 の間 に差 は あ ま りない 。
〔同居 家 族 構 成 〕
両 方 共 先祖 と関 係 な い と考 え る者 の割 合 は,
単 身者 が もっ と も高 く(20.9%),親 子 夫 婦 と未
婚 子(12.6%)が もっ と も低 い。 そ の 問 に夫 婦 の
み(15.6%)と 夫 婦 と未 婚 子(17.8%)が 含 まれ
る。仏 ・神 共 に先 祖 で あ る と考 え る 者 の 割 合
は,上 とは反 対 に,単 身 者 が も っ と も小 さ く
(13.4%),婦 子夫 婦 と未 婚子(22.3%)が もっ
と も大 きい 。 二 者 の 間 に夫 婦 の み(21.3%)と 夫
婦 と未 婚 子(21.9%)が あ る。
〔職 業 分類 〕
仏 が先 祖 で あ る と考 え る割 合 の もっ と も大 き
い職 業 は,主 婦(64.5%)で あ り,仏 ・神 共 に先
祖 で あ る と 考 え る 割 合 の もっ と も大 き い 職 業
は,サ ー ビス職(32.4%)で あ り,両 方 共 先 祖 と
関係 な い と考 え る割合 の大 きい 職 業群 は,専 門
職(39.0%),学 生(35.3%)で あ る。 反 対 に,
仏 が先 祖 で あ る と考 え る割 合 の もっ と も小 さ い
職 業 は,専 門 職(31.7%)で あ り,仏 ・神 共 に
先 祖 で あ る と考 え る割 合 の もっ と も小 さい職 業
は,学 生(0%)で あ り,両 方 共 先 祖 と関 係 な い
と考 え る 割 合 の もっ と も小 さい 職 業 は,主 婦
(5.3%)で あ る。 そ の他 居 住 年 数 が 長 くな る と,
神 ・仏 共先 祖 と関係 な い と考 え る者 の割 合 は,
概 ね小 さ くな る。
4。 彼岸の参詣(図H-3)
彼 岸 の参 詣 につ い て の問 いで あ るが,春 秋 共
に参 詣 す る者 は,459人,59.7%に 達 し,春 か秋 の
いず れ か に参 る者,116人,15.1%を 加 え る と,
575人,74.8%が,毎 年,彼 岸 会 に参 詣 す る こ と
に な る。 全 く参 詣 しな い者 も,168人 い て,全 体
の21.8%に 達 す る。
〔性 別 〕
春 秋 共 彼 岸 の 法 要 に参 加 す る者 は,男(54.4
%)よ り も,女(64.9%)の 割 合 が大 きい 。 春 か
秋 に限 定 した 場合 には,男 女 と もほ ぼ 同 じ割 合
で差 が な く,逆 に全 くしな い とい う回答 は,男
(26.6%)が 女(17.3%)を 上 回 って い る。
〔年 齢 階 級 〕
春 秋 共 参 詣 す る人 々 の割 合 は,20歳 代,27.1
%か ら,平 均59.7%を 経 て,70歳 代,78.2%へ
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図V'[-3彼 岸 め お 参 り 〔住 宅 の種 類 〕
春 秋 共 参 詣 す るの は,持 ち家(64.7%)や 民 間
借 家(60.6%)の 住 人 で あ り,民 間 アパ ・一 トや マ
ンシ ョ ン(22.2%)の 住 人 は もっ と も少 な い 。春
か 秋 に す る割 合 は,社 宅 ・公 務 員 住 宅 が 高 く
(25.0%),民 間 ア パ ー ト ・マ ンシ ョンは低 い。
当 然,全 くし な い割合 は,民 間 ア パ ー ト・マ ン
ン シ ョン(51.9%)が もっ と も高 く,持 ち家(17.5
%)や 民 間 借 家(19.0%)が 低 い 。
〔居住年数〕
春秋共に参詣する割合は,比 較的居住年数の
長い者が高 く,短 い者は低い。反対に,全 くし
ない割合は,居 住年数の短い者が高 く,長 い者
は低い。
と加 齢 と共 に高 くな る。 これ とは 逆 に,春 か 秋
の いず れ か と答 え た者 の割合 は,加 齢 と共 に,
21.2%(20代)か ら平 均15。1%を 経 て,11.1%
(80歳 以 上)へ と少 しず つ低 下 す る。 同 じ く全 く
しな い者 の 割 合 も,45.9%(20歳 代)か ら,21.8
%(平 均)を 経 て,7.9%(70歳 代)へ と著 し く
減 少 す る。 た だ80歳 代 で は,身 体 の不 自 由 な人
も増 え るた め か,全 く しな い とい う割 合 が60～
79歳 よ り も大 きい 。
〔最 終 学 歴 〕
春 秋 共 参 詣 す る者 の割 合 は,学 歴 間 に よ って
差 が み られ る。 中学 ・旧制 高 小 が もっ と も大 き
く,68.1%を 示 す 。次 に高 校 ・旧 制 中 学 が 続 き,
61.1%で あ る。 さ ら に短 大 ・専 門学 校 は,50.6
%で あ る。 大 学 ・旧 制 高校 は45.6%で 割 合 は も
っ と も小 さい 。 他方,全 く しな い割 合 は,中 学
・旧制 高小 が14 .1%で,も っ と も小 さ く,以 下,
高 校 ・旧制 中学 の21.0%,短 大 ・専 門 学 校 の34
.0%と 続 き,大 学 ・旧制 高 校 の37.7%が もっ と
も大 きい。 春 か 秋 か に す る割 合 は,最 終 学 歴 間
に大 きな差 は な い 。
〔同居 家 族 構成 〕
春 秋 共 に参 詣 す る割 合 は,親 子夫 婦 と未 婚 子
が もっ と も大 き く,単 身 が もっ と も小 さい 。全
くし な い割 合 は,単 身 が も っ と も大 で あ り,夫
婦 の み,親 子 夫 婦 と未 婚 子 が もっ と も小 で あ る。
〔職 業 〕
春 秋 共 に参 詣 す る割 合 は,主 婦 が もっ と も高
く(69.7%),学 生 が もっ と も低 い(11.8%)。 全
くしな い割 合 は,運 輸 ・生産 工 程(14.6%)や 主
婦(17.1%)が も っ と も低 く,学 生(52.9%)や
事 務 職(45.1%)が 高 い 。 四 つ の カ テ ゴ リー共
に,年 聞 収 入群 問 の差 は認 め られ る もの の,額
の高 低 に よ る差 が 明 白 とい うの で もな い。
5.六 道 参 り ・1墓参(図VI-4一 イ)
図VI-4一 イ 六 道 参 り ・墓 参
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盆 行 事 に つ い て の 問 い で あ るが,全 国 の各 地
域 にお い て,そ れ ぞ れ 特徴 の あ る行 事 が行 な わ
れ て い る。 この 問 い も,京 都 にお け る盆 行 事 に
つ い て の質 問 で あ る。 六 道 参 りは,盆 の墓 参 り
と関 連 す る,京 都 で 古 くか ら続 い た盆 行 事 の 一
つで あ る6盆 にお け る墓 参 りは,538人,70.0%
に達 す る。 六 道 参 りと墓 参 りをす る者,152名,
19.8%と 六 道 参 りだ け をす る者,3名,0。4%
を合 わせ る と,155名,20.2%と な り,2割 を越
す者 が今 で も六 道 参 りを行 な っ てい る こ と とな
る。 お盆 に,墓 参 りも六 道 参 りもしな い と答 え
た者 は,59人,7.7%に す ぎな い 。
〔性 別 〕
両 方 参 る と回 答 した者 の割 合 は,男(17.9%)
よ り女(21.6%)が 大 きい 。墓 参 りだ け をす る と
答 えた者 の割 合 は男(71.2%)が 女(68.8%)よ り
も大 きい 。
〔年 齢 階 級〕
両 方 す る と答 えた者 の 割合 は,加 齢 と共 に大
き くな るが,と りわ け80歳 以上(33.3%)と50歳
代(26.1%)が 大 きい 。墓 参 だ け をす る と答 え た
者 の 割合 は,80歳 以 上 の48。1%を 別 にす れ ば,
す べ て の年 齢群 が70%前 後 で あ る。 しか し,40
歳 を境 に して上 下 に分 れ る。 何 もしな い と答 え
た者 の割合 は,加 齢 と共 に小 さ くな るが,80歳
代 で は30歳 代 と同 じ く,14.8%を 示 す 。
〔最 終 学 歴 〕
両 方 す る割合 は,中 学 ・旧制 高 小(24.2%),高
校 ・旧 制 中学(20.1%),短 大 ・専 門 学校(7.5%),
大 学 ・旧制 高 校(3.2%)の 順 に低 くな る。墓 参
だ け す るは,中 学 ・旧制 高 小(67.7%),高 校 ・
旧制 中(72.0%),大 学 ・旧制 高 校(72.8%),短
大 ・専 門学 校(79。2%)の 順 に高 くな る。 何 もし
な い は,墓 参 だ け とは反 対 に,中 学 ・旧制 高 小
(6.0%),高 校 ・旧 制 中 学(6.7%),短 大 ・専 門
学校(9.4%),大 学 ・旧制 高 校(13.2%)の 順 に高
くな る。
〔同 居 家族 構 成 〕
墓 参 の割 合 は,単 身(58.2%),夫 婦 の み(70.
5%),夫 婦 と未 婚 子(72.1%),親 子夫 婦 と未 婚
子(75.7%)と,家 族 構 成 が 複 雑 に な るに した が
って 高 くな る。 何 もし ない は,単 身(14.9%)
が もっ と も高 く,親 子 夫 婦 と未 婚 子(3.9%)が
も っ と も低 い。 両 者 の間 に,核 家族(夫 婦 のみ
5.7%,夫 婦 と未 婚 子9.3%)が あ る。 両 方 す る
割 合 は,も っ と も単 純 な塚 族(22.4%)と も っ と
も複 雑 な家 族(20.4%)が 高 く,核 家 族(夫 婦 の
み18.9%,夫 婦 と未 婚 子16.7%)は 低 い 。
〔住宅 の種 類 〕
両方 す る割 合 は,持 ち家(21.6%)と 民 間借 家
(23.2%)が 高 く,民 問 アパ ー ト・マ ン シ ョン(3.7
%)と 社 宅 ・公務 員住 宅(6.3%)が 低 い。 公 団 住
宅(16.2%)と 借 間 ・下宿(17.6%)が,両 者 の 中
問 にあ る。 墓 参 の 割 合 は,社 宅 ・公 務 員住 宅
(87.5%)と 民 聞 アパ ー ト ・マ ンシ ョン(74.1%)
が 高 く,公 団 住 宅(60。3%)と 借 聞 ・下宿(52.9%)
が低 い。 持 ち家(69.7%)と 民 間 借 家(70.4%)は
平 均 の値 を示 して い る。 何 もしな い割 合 は,公
団 住 宅(20.6%),借 問 ・下 宿(17.6%),民 閻 ア
パ ー ト・マ ン シ ョン(14.8%)が 高 く,民 間 借 家






墓参は,全 国的な宗教行事で もあるので,そ の
割合 と居住年数 との関係を見出すことはできな




両 方 す る割合 は,販 売 職(28.1%),運 輸 ・生
産 工 程(22.7%),サ ー ビス職(21.6%)が 高 く,
専 門 職(9.8%)が もっ と も低 い。 その 他 は いず
れ も平 均(19.8%)を 下 回 って い る。墓 参 の割 合
は,専 門職(82.9%)が もっ と も高 く,管 理 職
(76.3%),主 婦(75.0%)が それ に続 き,学 生
(58.8%)と 事 務 職(60.8%)が もっ と も低 い。 無
職(70.3%)や 運 輸 ・生 産 工 程(70.3%)が 平 均
70,0%に 近 い。何 もし な い割 合 は,事i務 職(ai.s
%),学 生(17.6%),技 術 ・技 能 職(14.3%),
サ ー ビス職(13.5%)が 高 く,管 理 職(2.6%)や
販 売職(3.5%)が 低 く,そ の 他 は,平 均(7.7%)
に近 い 。
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〔年 間 収 入 〕
両 方 す る割 合 は,な ぜ か100万 円未 満(29.3%)
と1,500万 円以 上(29.4%)が 特 別 高 い。 高 所
得 者 は両 方 す る割 合 が 多少 高 く,何 もし な い割
合 が 多少 低 い 。墓 参 の割 合 は,所 得 の もっ と も
低 い1(}4万 円未 満(61.0%)と,も っ と も高 い
1,500万 円以 上(64.7%)が もっ と も低 く,か な
り低 額 の100万 ～300万 円層(80%弱)と か な り高
額 の1,000万 ～1,500万 円(80.6%)が もっ と も高
く,い わ ゆ る中 間層 は平均 に近 い 。
6.六 道 参 りの 対 象(図W-4一 ロ)
図VI-4一 口 六 道参 りの対象
京都の六道参 りの対象地についての質問であ
る。普段は,天 台寺院の六波羅密寺が賑わいを
みせ るが,盆 の頃だけは,真 言系 寺院の珍皇
寺に人々が集まる。今回の調査地,西 陣では,
六道参 りの対象地として,ど の寺院を選んでい
るのであろ うか。千本通 り,連 台野に近い,え
んま堂 と釈迦堂という真言寺院の数字が高い。
とりわけえんま堂には,全 体155人 中81人(52.





に位置する珍皇寺は,古 くか ら類似 した役割を
果 してきたが,現 代において もなおある程度の













が,珍 皇寺についていえぼ,50歳 以上 になると
出かける割合が高い。また,80歳 以上は,珍 皇
寺 とえんま堂 の2ケ 寺に集中している。
〔最終学歴〕
東山の珍皇寺では,短 大 ・専門学校卒の割合






は,夫 婦と未婚子,親 子夫婦 と未婚子がよく参
詣する。夫婦のみ,夫 婦 と未婚子の家族は,対





問借家は,千 本えんま堂,千 本釈迦堂,東 山珍




かけている。30年 以上に注 目す ると,こ のグル
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一 プ は,千 本 えん ま堂(54.7%)と 東 山の 珍 皇 寺
(13.2%)で それ ぞれ¥/均 を上 回 っ てい るが,そ
の他 六 波 羅 密 寺,千 本 釈 迦 堂,妙 心 寺 にお い て
そ れ ぞれ 平 均 よ り下 に あ る。30年 以 上 の グル ー
プ は,千 本 えん ま堂 と東 山珍 皇 寺 に出 か け て い
る こ とが わ か る。
7.お 盆 の 墓 参 りの 頻 度(図VI-4一 ハ)
墓 参 りをす る者,690名 の 中,91.3%に あた る
630名 が,毎 年 行 な うと答 え てい る。 何年 か に
一度 と答 えた者 は
,50名,全 体 の7.2%に す ぎな
い 。盆 に お け る墓 参 りに つ い て の質 聞 で あ るか
ら,盆 以 外 の墓 参 りを含 め る と,墓 参 は人 々の
もつ身 近 な行 為 の一 つ と考 え る こ とが で きる。
図V【-4一 ハ お盆の墓参の頻度
〔性 別〕
毎 年 墓 参 を行 な うは,女(91.7%)が 男(89.9
%)よ りわ ず か なが ら高 く,何 年 か に一 度 は,
男(8.3%)が,女(6.3%)よ り高 い。 しか し,墓
参 に関 して は,性 差 は ほ とん どな い とい え る。
〔年 齢 階 級 〕
墓 参 の割 合 は,加 齢 と共 に上 昇 す るが,60歳
以 上 にな る と,わ ず か な が ら低 下 す る傾 向 に あ
る。 した が って,50歳 代 の数 字 が もっ と も高 い 。
80歳 以 上 にな る と,身 体 の好 不 調 が,若 い 頃 よ
り表 われ て く るた め,毎 年 行 く こ とが で きな く
な る人 もい る。 した が って,80歳 以 上 は,30歳
代 とほぼ 同 じ数 字 が 出 て い る。 何 年 か に一度 す
るは,毎 年 す る とは逆 に加 齢 と共 に数 字 が 低 く
な るが,80歳 以 上 は20歳 代 と全 く同 じ数 字 を示
して い る。
〔最 終 学 歴 〕
毎 年 墓 参 の 割 合 は,中 学 ・旧制 高 小 卒 が も っ
と も高 く93.9%で あ り,高 校 ・旧制 中学,91。4
%,短 大 ・専 門学 校,91.3%と 続 く。大 学 ・旧
制 高 校 は84.7%で もっ と も低 い 。何 年 か に 一度
はす るは,大 学 ・旧 制 高校 が もっ と も高 く12.2
%以 下,逆 に短 大 ・専 門学 校,8.7%,高 校 ・旧
制 中 学,6.3%,中 学 ・旧 制 高小,5.3%と 低 く
な る。
〔同 居 家 族 構 成 〕
毎 年 す る割 合 は,単 身(75.9%)が もっ と も
低 く,夫 婦 の み(90.8%),夫 婦 と 未 婚 子(91.6
%),親 子 夫 婦 と未 婚 子(91.9%)と 高 くな る。
何 年 か に一度 す るは,単 身(20.4%)が もっ と も
高 く,以 下,夫 婦 の み(7.3%),夫 婦 と未 婚 子
(7.1%),親 子 夫 婦 と未 婚 子(6.1%)と 低 くな
る。
〔住 宅 の種 類 〕
毎 年 の墓 参 は,持 ち家(94。1%)や 社 宅 ・公務
員 住 宅(93.3%)が 高 く,民 間 アパ ー ト ・マ ンシ
ョン(61.9%)は もっ と も低 い。 公 団 住 宅(80.8
%)や 借 問 ・下宿(83.3)も 平均(90.9%)よ り下
にあ る。何 年 か に一 度 す るの割 合 は,民 間 アパ
ー ト ・マ ンシ ョン(38.1%)や 借 間 ・下宿(16.7
%)が 著 し く高 い 。
〔居 住 年 数 〕
毎 年 墓 参 を行 な う割 合 は,居 住 年 数 が 増 え る
に したが っ て高 くな る。3年 以 下 で は,81.6%
で あ るが,30年 以 上 に な る と,93.4%に ま で 上
昇 す る。何 年 か に 一度 は墓 参 を行 な う割 合 は,
居 住 年 数 の短 い ほ ど高 い 。 す な わ ち,3年 以 下
で は,18.4%で あ るが,30年 以 上 の居住 者 で は,
5.3%で あ る。
〔職 業〕
毎 年 す る場合,技 術 ・技 能 職(95.7%),管
理 職(94.4%),運 輸 ・生 産工 程(92.4%),主 婦
(91.3%)の 割 合 が 高 い。 何 年 か に一度 の 場 合,
学 生(30.8%),サ ー ビ ス 職(12.9%),事 務 職
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(12.5%)の 割 合 が高 い。
〔年 間収 入 〕
毎 年 墓 参 す る割 合 は,概 略 す れ ば,年 間収 入
が上 が るに つれ て高 くな る とい うこ とが で き る
が,600～800万 円 と1,500万 円以 上 の グル ー フ゜
が 例 外 で あ る。 した が って,100万 円未 満群 が
13.5%,100～200万 円群 が12.9%で あ るの は
当 然 として も,600～800万 円群 の10.9%は,家
族 構成 や 年齢 が か か わ って い るの だ ろ うか。 ま
た,1,500万 円以 上 の 層 で は,ほ とん ど しな い
とい う数 字 が3.1%と 低 い 。
8.地 蔵 盆 へ の 参 加(図W-5一 イ)
イ.地 蔵 盆 に参 加 した こ とが あ るか な い か。
この間 に対 して,あ る と回 答 した者 は,682人,
(88.7%)で あ る。 した が って,参 加 した こ とが
な い とい う回 答 は,68人,(8.8)%に す ぎな い 。
地 蔵 盆 は京 都 を中 心 として,福 井 県,滋 賀 県,
大 阪 府 な どで,毎 年,8月23,4日 を中 心 と して
行 な わ れ る,夏 休 み終 り頃 の行 事 で あ る。 京 都
で は,町 内毎 あ るい は町 内 を い くつ か に分 け,
地 蔵 菩 薩 に 関連 の あ る子 供 を中 心 とす る盆 行 事
で あ る。京 都 に長 く住 む者 は子 供 の時 か ら,地
蔵 盆 に参 加 し,成 人 して か らは,世 話 役 と して
地 蔵 盆 にか か わ るた め,行 事 へ の参 加 経 験 者 が
9割 近 く もあ り高 い 。
〔性 別 〕
図V[-5一 イ 地蔵盆への参加
参 加 し た こ との あ る割 合 は,女(90。5%),が 男
(87.9%)よ り高 い 。 した が って,な い割 合 は,
男(10.0%)が 女(7.5%)よ り高 い 。若 干,男 女
差 は あ る もの の,割 合 はい ず れ も高 い 。
〔年 齢 階級 〕
参 加 した こ との あ る割合 は,40歳 以 上 に な る
と高 くな る。特 に,40歳 代 が 高 いの は,子 供 の
頃,食 糧 事 情 の悪 い時 期 の地 蔵 盆 につ い て の 印
象 が強 い こ とや,現 在,地 蔵 盆 の世 話 役適 齢 期
に あ た って い る こ とな どが考 え られ る。
〔最 終 学 歴〕
参加 経験 率 は,四 つ の カ テ ゴ リー の 中 で は,
高 校 ・旧制 中学 卒 群 が特 別 高 い(93.0%)。 しか
し,墓 参 行 動 や 今 宮祭 との 関 係 に 関 す る割合
が,学 歴 の 長 さ と比 例 して い た の に対 し て,こ
こで は中学 ・旧制 ・高 小(88.3%),短 大 ・専 門
学 校(88.7%),大 学 ・旧制 高 校(87.7%)の3者
は ほぼ 同 じで 差 が な い 。
〔同居 家 族 構 成 〕
参 加 経 験 者 の 割 合 は,夫 婦 と未 婚 子(93.7%)
や 親 子 夫 婦 と未 婚 子(93.2%)が 高 く,夫 婦 の み
(87.7%)や 単 身(59.7%)が 低 い 。 「低 い」 家 族
構 成 と 「高 いJ家 族 構 成 の 相違 は,子 供 の有 無
と関連 し て い る。 す な わ ち,未 婚子 の 申 に は,
幼 児,学 童 ・生 徒 が 含 まれ,こ の よ うな子 供 を
もつ大 人 は,地 蔵 盆 との か か わ りも強 くな るは
ず で あ る。
〔住 宅 の種 類 〕
住 宅 の種 類 に よ っ て,参 加 経 験 の割 合 に 大 き
な 差異 が み られ る。 た と えば,持 ち 家 は93.7
%,民 問 借 家 は91.5%を 示 して 高 い 割合 で あ る
の に対 し,民 間 ア パ ー ト ・マ ン シ ョン は,わ ず
か37.0%に す ぎな い 。借 閥 ・下 宿(58.8%)も 低
い 。 公 団 住 宅(87.5%)も 高 い とはい えな い 。 地
蔵 盆 は地 縁 を背 景 とす る行 事 だ け に,住 宅 の種
類 に よ って,そ の か か わ り方 が 異 な る の で あろ
うか 。
〔居 住 年 数 〕
参 加 経 験 者 の 割 合 は,居 住 年 数 が 長 くな る
に つ れ て高 くな る。 た と えば,3年 以 下 で は,
66.7%で あ るが,10～14年 で は86.4%に 上 昇
し,30年 以上 で は,91.7%に 達 す る。 こ うし た
事 実 は,地 蔵 盆 が 地 縁 と結 び つ い た行 事 で あ る
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こ と と関 連 して い る と考 え られ る。
〔職 業 〕
地 蔵 盆 参 加 経 験 割 合 は,職 業 に よ って か な り
異 って い る。 高 い割 合 の職 業 は,管 理 職(76名)
の94.7%,販 売 職(114名)の93.0%,運 輸 ・生
産 工 程(185名)の93.0%,主 婦(70名)の90.8%,
i無職(74名)の90.5%,事 務 職(51名)の90.2%
な どで あ る。 また,低 い割 合 の職 業 は,学 生
(17名)の52.9%,技 術 ・技 能]職(28名)の78.6
%,サ ー ビス職(37名)の86.5%,専 門職(41名)
の87.8%な どで あ る。 さ らに,高 い割 合 の職 業
は,実 数 が多 く,低 い割 合 の職 業 は,実 数 も少
な い 。 た と えば,高 い 割合 の職 業 中,も っ と も
実 数 値 の低 い もの は,事 務 職 の51名 で あ るの に
対 し て,低 い割 合 の職 業 の 中 で は,専 門職 の41
名 が もっ と も多 く,し たが っ て,事 務 職51名 に及
ば な い。 主 婦 や 無 職 を除外 した と して も,高 い
割 合 の職 業 の 中 に は,も と もと地 縁 を有 す る職
業 が 多 く,そ れ 故 実数 も大 き く,し た が って,
地 縁 的 な行 事 へ の 参加 経 験 も多 くな る とい う こ
とが い え る。
〔年 間 収 入〕
地 蔵 盆 参加 経1の 割 合 は,年 間収 入 とか な り
強 く関連 して お り,年 間収 入 が 多 くな るに つ れ
て高 くな る。年 間収 入100万 円 以 下 の参 加 経 験
は75.6%で あ るが,400～500万 円 で は,89.1%,
1,500万 円以 上 に な る と,97.1%に な る。 この
割合 は,六 道参 り,墓 参 な ど と比 較 的類 似 した
数 字 の表 わ れ方 を して い る。









9.地 蔵盆 の 意義(図VI-5一 ロ)
町 内の親 睦 を は か る と い うの が 最 も多 く,
483人(39.0%)を 占め,次 に子 供 た ちに楽 しみ
を与 え るが427人(34.5%)と 続 き,以 下,子 供
に町 内 の 一員 と して の 自覚 を育 て るが,130人
(10.5%),子 供 の 宗教 的 情操 を養 な う,118人
(9.5%)の 順 とな る。 町 内 の親 睦 とか 子 供 に楽
しみ を与 え る とい った 娯 楽 や,レ ク リ エ ー シ
ョン と して の意 義 を地 蔵 盆 に見 出す 者 が 多 く,
これ に対 して,子 供 の躾 に役 立 つ,宗 教 的 情 操
を養 な う,子 供 の 自覚 を促 す な ど宗 教 的 教 育 的
意 義 を認 め る回答 は少 な い。 ま た意 義 は ない と
す る者 も,27名(2.2%)と 極 め て少 数 で あ る。
〔性 別 〕
地 蔵 盆 の 意 義 として挙 げ られ た項 目間 に 男 女
差 が 認 め られ る。 た と えば,町 内 の親 睦 を は か
る(男65.4%対 女60。3%),子 供 の躾 に 役 立 つ
(3.4%対3.1%),子 供 に 町 内 の 人 間 と して の
自覚 を促 す(19.0%対14.9%)の よ うに,集 団 ・
社 会 レベ ル に関 す る項 目は,女 よ り男 の 割 合 が
高 い。 これ に対 して,子 供 の 宗教 的 情操(女16.
2%対 男14.2%),子 供 に楽 しみ を与 え る(60.6
%対50.9%)の よ うな個 人 の 情緒 性 に 関 す る項
目は,男 よ り女 の割 合 が 高 い 。意 義 は な い とい
う割 合 は,わ ず か な が ら女 よ り男 が 高 い(3.7%
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〔年 齢 階 級 〕
町 内 の親 睦 を はか る とい う割合 は,年 齢 が 高
くな るにつ れ て 高 くな るが,80歳 以 上 は その 割
合 が もっ と も低 い 。80歳 以 上 は,子 供 の 宗 教 的
情 操(25.7%)や 子 供 の躾(7.4%)の 割合 が,他
よ りか な り高 く,町 内 の親 睦(44.4%)や 子 供 の
自覚(3.7%)の 割 合 が 他 と比 べ てか な り低 い 。子
供 の宗 教 的 情 操 の割 合 は,加 齢 と共 に 高 くな る





大学 ・旧制高校の割合が,他 の学歴群に比 し
て もっとも高 くなるのは,子 供の躾 に役立つ
(4.4%),子 供の宗教的情操(17.5%),子 供の
自覚(21.1%)で あるが,逆 にもっとも低 くなる
のは,子 供に楽 しみを与える(48.2%)で あり,
町内の親睦(60.5%)も 低い方に属す る。一般
に人々が高 く評価する2項 目(町 内の親睦,子
供の楽しみ)に 対 して,大 学 ・旧制高校群はあ
まり評価しない傾向がある。短大 ・専門学校卒
群の割合が もっとも高 くなるのは,子 供に楽し
みを与える(60.4%)で あ り,反 対にもっとも
低 くなるのは,町 内の親睦をはかる(56.6%)
である。短大 ・専門学校卒群 は,女 性の比率が
高いことか ら,学 歴と女性の特徴が混合 して数
字に表われているようである。高校 ・旧制中学
卒群は,意 義を認める割合が もっとも高 く,ど




















を除いて,他 の四つの意義 の割合 が最小であ
る。親子夫婦 と未婚子に おいて子供 の楽 しみ
が,比 較的低い割合であるのは,こ の家族が異
質な成員か ら構成されるが故に,子 供に対 して
情 緒 性 を与 え る ことが,他 と く らべ て容 易 で あ、
るか らで あ ろ う。 結 論 と して い え るの は,単 純
な構 成 の 家 族 よ り も,複 雑 な 構 成 の 家 族 の方
が,地 蔵 盆 に意 義 を認 め,各 々 の意 義 に対 す る
評 価 が高 い とい うこ とで あ る。
〔住 宅 の種 類 〕
意 義 は な い とい う割合 は,民 間 ア パー ト・マ ン
シ ョン(11.1%),公 団 住 宅(10.3%)に 集 中 して
い る。 町 内 の親 睦 を はか ると い う割 合 は,公 団
住 宅(47.1%),借 間 ・下 宿(41.2%),民 問 アパ ー
ト・マ ン シ ョン(40.7%)が 低 く,社 宅 ・公 務 員 住
宅(81.3%)が もっ と も高 く,持 ち家(66.0%),
民 間 借 家(67.6%)も 高 い。 子 供 に楽 しみ を与 え
る と い う割 合 は,公 団住 宅(60.3%),社 宅 ・公 務
員 住 宅(62.5%)が 高 く,民 間 アパ ー ト・マ ン シ ョ
ン(33.3%)が 低 く,そ の他 は平 均(55.7%)に 近
い。 子 供 た ちの 宗 教 的 情操 の割 合 は,民 間 ア パ
ー ト ・マ ン シ ョン(18.5%),社 宅 ・公務 員住 宅
(18.8%)が 高 く,借 間 ・下宿(5.9%),公 団 住
宅(10.3%)が 低 く,他 は 平均(15.3%)に 近 い 。
子 供 に町 内一 員 の 自覚 の 割合 は,社 宅 ・公務 員
住 宅(12.5%),借 問 ・下宿(11.8%)が 低 く,他
は 平 均(16.9%)に 近 い 。 す べ て の 項 目に わ た
っ て,平 均 に近 い数 字 を示 す の は,持 ち家 で あ
り,民 間借 家 もこれ に近 い 。 公団 住 宅,社 宅 ・
公 務 員 住 宅,借 間 ・下宿 は,町 内 の親 睦 で平 均
と大 きな差 が あ る もの の,子 供 の楽 しみ で の差
異 は そ れ程 で もな い 。民 間 ア パ ー ト・マ ン シ ョ
ンは,町 内 の親 睦,子 供 に楽 しみ(33.3%)の 両
方 で,平 均 と大 き く異 な って い る。
〔居住 年 数 〕
五 つ の意 義 の 内,四 項 目の 割 合 が,6～9年
や15～19年 に お いて 最 高 値 を 示 して い る。残 る
もう一一つ の 意義 「子 供 の 自覚 」 も居 住 年 数 群 中
6～9年 内 は第 二 位 で あ る。 こ こで は,居 住 年
数 が増 えれ ば,地 蔵 盆 の もつ い くつ か の意 義 に
価 値 を見 出 す割 合 が 増 え る とい うの で は な く,
住 み は じめ て6年 か ら19年 間 に 当 る三 群 の い ず
れ か に属 す る住 民 が い ず れ か の意 義 に価 値 を見
出 す割 合 の もっ と も高 い こ とを表 わ し て い る。
と りわ け,居 住 歴6～14年 の人 々す べ てが 地 蔵
盆 に何 らか の意 義 を見 出 して い る(意 義 は な い
とい う回答 は全 くな い)。
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〔職 業〕
町 内 の親 睦 の 割合 は,事 務 職(78.4%),運 輸
・生 産 工 程(70 .3%)が 高 く,学 生(41.2%),技
術 ・技 能 職(53.6%),専 門 職(53.7%)が 低 く,サ
ー ビス職(62 .2%)が 平均(62.8%)に 近 い 。子 供
に 楽 しみ を与 え る とい う割 合 は,主 婦(72.4%),
事 務 職(66.7%),運 輸 ・生 産 工 程(65.4%)が 高
く,学 生(35.3%),専 門 職(41.5%)が 低 く,サ
ー ビス職(56 .8%)が 平 均(55.7%)に 近 い 。 子 供
に 町 内 の 一 員 とし ての 自覚 を与 え る とい う割合
は,専 門 職(26.8%)が 突 出 して い るの と,無 職
(13.5%)が や や 低 い の を除 け ば,他 は類似 して
い る。 これ に比 べ て,宗 教 的 情 操 を養 な うとい
う割 合 は,職 業 に よ っ て差 が あ る。 この 意 義 の
割 合 は,無 職(20.3%)が もっ と も高 く,も っ と
も低 い事 務職 は(5.9%)で あ る。 無 職 に つ い で
販 売 職(18.4%)が 二番 目に高 い 。 また技 術 ・技
能 職(7.1%),運 輸 ・生 産 工 程(9.7%)が 低 い方 に
属 す る。平 均 値 に近 い職 業 は,管 理 職 の15.8%で
あ る。 子 供 の躾 に役 立 つ とい う割合 は,あ る特
定 の職 業 に集 中 し てお り,平 均(3.3%)よ り高
い 職 業 は,管 理 職(5.3%),販 売職(5.3%),技 術
・技 能 職(3 .6%)の 三 つ の み で あ る。
〔年 間収 入 〕
町 内 のi親睦 の割 合 は,100万 円未 満 が41.5%
で もっ と も低 く,200～300万 円 が80%で もっ
と も高 い。 他 の収 入 群 の問 に は,そ れ ほ ど大 き
な差 は認 め られ な い。 子 供 の 楽 し み の割 合 は,
100万 円未 満,300～400万 円,500～500万 円の
3群 が60%を 超 え るが,も っ と も低 い100～200
万 円 の41.2%を 除 けば,他 は 類 似 した 値 で あ
る。 子 供 の 自覚 の割 合 は,中 間 にあ る400～500
万 円,500～600万 円,600～800万 円が ピー ク に
あ り,そ れ よ り額 が 高 くて も低 くて も割合 の低
くな る 山型 カー ブ を描 い て い る。 子 供 の宗 教 的
情 操 の割 合 は,年 収 の もっ と も多 い1,500万 円
以 上 で低 いが,800～1,000万 円層 で は高 く,年
収 の少 な い1∞ 万 円 未満,100～200万 円層 で も
高 い。 中 閻層 は平 均(15.3%)よ りす べ て 下 にあ
り,300～400万 円(7.3%)は もっ と も低 い 。 ま
た,年 収100万 円未 満 や1,000万 円以 上 の 両 極
グル ー プ は,高 低 いず れ に も極 端 な割 合 を示 す
こ とが 多 い。
10.今 宮 祭 のお 旅 所 へ 行 く頻 度(図VI-6)
これ に対 す る回 答 は,よ く行 くが,151入(19.6
%),と き ど き行 くが,404人(52.5%),行 か な
いが,197人(25.6%),で あ る。 お 旅 所 は,お 旅
と もい わ れ,八 坂 神 社 は四 条 寺 町 東,北 野 神 社
は,上 の 下立 売西 大 路 西 に あ り,1年 に1度,
祭 りの 期 間 中,も っ と も賑 わ う場 所 で あ る。 西
陣 学 区 の住 民 は,今 宮 神 社 の氏 子 で もあ るか ら,
祭 りの 期 間 中,大 宮北 大 路 下 ル 付 近 に あ るお旅
所 へ 出 か け る者 が,よ く行 く,と き ど き行 くを
加 え る と,72%を 越 え るの も当 然 で あ ろ う。
図VI-6今 宮祭のお旅所へ行 く頻度
合 計 769人
よ く行 く 151(19.6°o)




今 宮 祭 の お 旅 所 に つ い て は,女 が よ く行 く
(2().1%),と き ど き行 く(53.6%)共 に,男(19.5
%,51.5%)を わ ず か に上 回 って い る。 した が
って 行 か な い割合 は,男 の割 合(26.9%)が 女 の
割合(24.5%)を 超 えて い る。
〔年齢 階 級 〕
よ く行 く割 合 の高 い の は,60歳 代(25.9%)と
70歳 代(25.7%)で あ る。80歳 代 は,相 当 の高 齢
者 も含 まれ るか ら,22.2%と 多 少 下 が る。 もっ
と も割 合 が 低 い の は20歳 代 で あ り,5.9%に す ぎ
ない 。 と き ど き行 く割合 は,50歳 代 の61.8%を
頂 点 と して,年 齢 が 上 下 に離 れ る程,割 合 が 下
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が る。 つ ま り20歳 代(37.6%)と[80歳 以上(29.6
%)が 低 い 。40歳 代 や50歳 代 の 割合 が 高 い の
は,仕 事 や勤 務 の関 係 で,よ く行 く こ とはで き
な くて も,と き ど きは行 く こ とが で きるか らで
あろ う。行 か な い割 合 は,当 然 の こ となが ら,
20歳 代(54.1%)と80歳 以 上(40.7%)が 高 い 。
〔最 終 学 歴〕
よ く行 く割 合 は,中 学 ・旧 制高 小(24.6%)
が 高 く,高 校 ・旧制 中学(19.1%),短 大 ・専 門
学 校(15.1%),大 学 ・旧制 高 校(14.0%)と 学 歴
が 長 くな る につ れ て低 くな る。 また,と き ど き
行 く割合 も,大 学 ・旧制 高 校 の47.4%が,他 の
三 つ の い ず れ よ り低 い 。行 か な い割 合 は,中 学
・旧 制 高小(19 .8%)が もっ と も低 く,つ づ いて
高 校 ・旧 制 中学(26.1%),短 大 ・専 門学 校(28.
3%),大 学 ・旧制 高 校(37.7%)の 順 に 高 くな
る。
〔同居 家 族 構 成 〕
よ く行 く割合 は,単 身(7。5%),夫 婦 の み(19.
7%),夫 婦 と未 婚 子(19.7%),親 子夫 婦 と未 婚
子(33.0%)の 間 で 差 が あ る。 単 純 な家族 よ り,
異 質 な成 員 か ら成 り立 つ 複 雑 な家族 の割 合 が高
くな って い る。夫 婦 の み と夫 婦 と未 婚 子 は,よ
く行 くにつ い て,同 じ数 字 を示 して い るが,と
きど き行 くに な る と,夫 婦 のみ(49.2%)よ り
夫 婦 と未 婚 子(54.3%)の 割 合 が 高 い 。 行 か な い
割 合 は,単 身 が もっ と も高 く49.3%,夫 婦 の み
が27.9%,そ れ に夫 婦 と未 婚 の子24.2%と 続 き,
親 子 夫 婦 と未 婚 子 は19.4%で もっ と も低 い 。
〔住 宅 の種 類 〕
よ く行 く割 合 は,持 ち家 が も っ と も高 く,24.
0%で あ るが,他 は すべ て 平 均(19.8%)よ り低
い。 特 に低 い の は民 聞 アパ ー ト ・マ ン シ ョンの
7.4%と 公団 住 宅 の8.8%で あ る。 と き ど き行 く
割 合 も,持 ち家 の55.8%や 民 間 借 家 の59.9%
が 高 く,民 間 アパ ー ト ・マ ン シ ョンの33.3%,
公 団 住 宅 の27.9%は や は り低 い 。行 か ない 割 合
は,公 団 住 宅 の61.8%,民 間 ア パ ー ト ・マ ン シ
ョン の55。6%が 高 く,持 ち家 の18.2%,民 間 借
家 の21.8%は 低 い 。 そ の他 はす べ て両 者 の 中 聞
に あ る。
〔居 住 年 数 〕
よ く行 く割 合 は,30年 以 上 で高 い が,居 住 年
数 に比 例 して 高 くな る とい う もの で もな く,も
っ と も高 い の は6～9年(28.6%)で あ る。 と き
ど き行 く割 合 は,多 少居 住年 数 と比 例 して高 く
な る と ころが み られ るが,も っ と も高 い の は工0
～14年 の59 .1%で あ る。行 か な い 割 合 は,強
い て い え ば,居 住年 数 が 長 くな るに つ れ て低 く
な る とい え る。
〔職 業 〕
よ く行 く割 合 は,運 輸 ・生 産 工 程(28.1%),
販 売 職(23.7%),無 職(21.6%)が 高 い 。 一方,
学 生(5.9%)を 別 に す れ ば,サ ー ビス職(13.5
%),専 門職(14.6%),技 術 ・技 能 職(14.3%)
が低 い。 と き ど き行 く割合 は,管 理職 と主 婦 が
も っ と も高 く57.9%で あ る。 運 輸 ・生 産工 程 が
57.3%で これ に続 く。 一方,学 生(29.4%)と 事
務 職37.3%は 低 い。 行 くに対 す る行 か な い 割 合
は,ど の よ うに な るで あ ろ うか 。 行 か な い割 合
の もっ と も高 い のは 学 生 の64.7%で あ る。 以 下
高 い方 か ら,事 務 職(47.1%),技 術 ・技 能 職
(42.9%)と 続 く。 一 方,行 か ない 割合 の もっ と
も低 い の は,運 輸 ・生 産 工 程 の14.1%で あ る。
以 下,低 い方 か ら高 い方 へ,管 理 職(22.4%),
販 売職(22.8%)と 続 く。
〔年 間収 入〕
よ く行 く割 合 は,年 収500万 円 以上 の層 が,
500万 円以 下 よ り概 して高 い。 行 か ない 割 合 は,
概 ね 低所 得 層 にお い て 高 く,高 所 得層 に お い て
低 い傾 向 が み られ る。
(加藤 信 孝)
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